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会計史に関する海野力太郎の第二の論稿

－｢實用簿記法｣(1899)中の｢簿記法の起源｣をめぐって－

中野常男

Ｉはじめに

Ⅱ「簿記法の起源」（｢實用簿記法｣）

Ⅱ‐ｌ『實用簿記法」の構成

Ⅱ-２簿記理論

Ⅱ‐３「簿記法の起源」

Ⅲ結び

Ｉはじめに

わが国における会計史研究の夜明けを画する論稿は，曾田愛三郎の「記簿法

Book-keeping」（1878）（以下，「記簿法」と略記する）と，海野力太郎の『簿

記學起原考』（1886）である。

このうち，曾田の「記簿法」は，明治初期当時の新しい諸学科（たとえば,「化

學」（Chemistry）や「理学」（NaturalPhilosophy）など）の起源について，

外国の文献を基に編輯・解説した便覧的小冊子である「學課起源署説」（1878）

に収載されており，その中で，彼は，簿記の歴史について概説している')。

他方，海野の「簿記學起原考ｊは，簿記の起源や沿革を専門的に論じたわが

国で最初の本格的著作であり，会計史研究を取り上げた単行書としては，イギ

リスで出版されたBenjaminF､FosterのＴｈｃＯγ“〃α"‘Ｐγ09うでｓｓｑ/Dooh-

Aecpj'２９T・…（1856）に次ぐ，世界で第二番目のものと位置づけられる2)。

わが国の会計史研究の壁頭をなす論稿を著した曾田と海野はいずれも会計の

専門的研究者でなく，前者は教師そしてジャーナリストであり３)，後者はもつ
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ばら鉄道関係の業務に携わった学者的実業人とも言うべき存在であった4)。し

たがって，会計の専門的研究者による会計史の本格的な展開は，高等商業学校

(→東京高等商業学校）と神戸高等商業学校の両校の教授を歴任した東夷五郎

を待たなければならない5)。

ただし海野は，前出の「簿記學起原老』だけでなく，他にも簿記の解説書

を出版しており，そのうちの「實用簿記法』（1899）でも，「簿記法の起源」と

題する項において，簡潔ではあるが改めて簿記の歴史を論じている。『簿記

學起原老」については既にその叙述内容に関して多くの先行研究が見出される

が6)，「實用簿記法」中の「簿記法の起源」については，小稿のゆえか，論究

されることがない。そこで，本稿では，かかる論稿の叙述内容について，「簿

記學起原考』のそれとの比較も含めて検討することにしたい。

Ⅱ「簿記法の起源」（1官用簿記法』）

Ⅱ‐１『官用簿記法」の構成

「實用簿記法」は，「緒言｣，「目次｣，「引用書目」7)，および，「簿記法の起源」

｢簿記法の趣旨」「軍複の匠別｣，「貸借の原理｣，「仕讓の規則」「帳簿の種類」

｢口坐の種類｣，「記入の順序｣，「｢ポスチング」の事｣，「試算の事｣，「棚卸の事」

｢｢バランス，シート」の事｣，「元帳〆切の法」など計１７の項からなる本文と，

問題（例題）からなるという構成が採られている。

その中で，「簿記法の起源」は，本文の冒頭に配置され，簿記（複式簿記）

の具体的な解説に先立ってその歴史が論じられている。もちろん，本稿では，

先に述べたように「簿記法の起源」の叙述内容について考察することを主た

る目的とするが，その前に，まず，海野の簿記理論，つまり，簿記に対する彼

の基本的な考え方ないし見方について検討することにしたい。

すなわち，簿記史を取り上げた単行書としての「簿記學起原考」では，簿記

の原理的説明を行ったごく一部の叙述を除いて，簿記そのものに対する彼自身

の考え方は披瀝されていない。しかし，簿記（複式簿記）の概説的解説書であ
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る「實用簿記法』では，「緒言」において，また本文では，先に述べたように

｢簿記法の起源」に続けて，「簿記法の趣旨」「軍複の厘別」「貸借の原理｣，「仕

讓の規則」などの項において，簿記の原理にかかわる解説が行われている。そ

こから窺える海野の簿記に対する基本的な考え方を考察しておくことも，彼の

会計史（簿記史）に関する叙述内容を分析・理解する上で有益であると考えら

れるからである。

なお，以下においては，原文の雰囲気を伝えるため．海野の文言（下線や傍

点を含む）について，縦書きを横書きに改めた他は，彼の表記そのままに「」

を付して引用している。また，［］内の文言はすべて筆者が追記したもので

ある)。

Ⅱ‐２簿記理論

本項では，上述したように海野の簿記に対する彼の基本的な考え方ないし

見方，つまり，彼の簿記理論に関する言説ついて検討する。

１）「緒言」

海野は，『實用簿記法』の冒頭に掲げた「緒言」の冒頭において，「今を去る

殆ど百七十年の昔，斯學の泰斗ジョン，クラーク［JohnClark］會て英京龍動

［ロンドン］に於て一書を箸はし題してルクチユアースヲン，アツカオ

ンツ」［LCC〃CSO〃Acco”た］と云ふ其の書中資本，損益，及ひ残高の三口

坐に就て左の如き言あり」8)と記し，Clarkの簿記書（LCC〃CSO〃Acco”た，

.…（1736)）からの引用に拠りながら，資本勘定・損益勘定・残高勘定につ

いて，次のように解説している。すなわち，

「資本勘定なるものは我か財産を保護し且つ之か増殖を圖らしめんか爲め

我か使用する所の－箇の人間即ち「リヤルペルソン」［arealperson］

なりと思考せよ又現金勘定なるものは資本か使用する所の手代［persons］

にして則ち資本に向ては其の委托されたる現金の増減を明かにするものと

知るべし去れは現金なる名稻は我か現金の出納を掌れる其人を指すものに

して此人か資本より現金を受取る時は即ち資本に對し負債者の地位に立つ
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くし此の如くにして凡不商業の取引は我か使用する所の人と人との間を出

でざるものにして而かも必ず二名以上を要するものとす則ち－人は貸す所

の人にして－人は則ち借る所の人なり若し元帳か我か取引の正嶌ならんに

は其の記入は必す貸借の二口坐に重出せらるべきものとす

損益勘定なるものは我か商業より生する所の損益を整理する任務を托せら

れたる手代にして此人や我か財産の總轄を爲せる資本に對し其の増減を決

算するものとす

残高勘定なるものは我か資産及負債の現況を詳にするの任務を托せられた

る人にして常に他人により我に支沸ふべき金額又我より他人へ支佛ふべき

金額の整理を爲すべきものにして則ち資産と負債の差額は常に之を資本へ

決算するものとす・・・

是れ總ての勘定を－箇の人と見微して解程したるものなり簿記を學ふもの

と初心に入り易し・・・」9）

海野は，上に引用した文言からも明らかなように，「緒言」において，資本

勘定・損益勘定・残高勘定について，「人」でない資本や損益などを「人」と

して擬人化（personification）することにより簿記を解説しようとする，いわ

ゆる人的勘定学説（personalistischeKontentheorie）的な観点を採って簿記の

説明を始める。そして，このようなアプローチこそが「・・・簿記を學ふも

のと初心に入り易し・・・」と指摘するのである'0)。

では，果たして，彼は，以後の行論において，このような人的勘定学説的観

点からの簿記の解説を実際に展開しているのであろうか。

２）簿記の意義と種類

海野は，簿記について，「抑も簿記法は吾人日常の出納を嚴粛簡明に記載し

以て我か身代の増減を－目の下に瞭然たらしむるの法なり・・・」u)と述べる

とともに，「・・・農工商は勿論筍も金銭の出入あるものは必す皆な此の學識

なかるくからず今夫れ世問廣しと錐とも金銭の出入なきものは果して幾何了や

此の一事既に以て簿記法の大切なるを知るに足るべし・・・」'2)と記して，簿

記の持つ重要性を指摘している。
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また，彼は，簿記の種類について，複式簿記と単式簿記の区別があること，

つまり，「簿記法に二種の医別あり－を「ダブル，エントリー」［double

entry］即ち複式と云ひ－を「シングル，エントリー」［singleentry］即ち軍

式と云ふ・・・軍式は其の學理の鮎に於て或は複式に及はざるものあるか故に

今日は複式専ら盛んに行はれ軍式は次第に衰態に趨〈の勢あり・・・」'3)と記

している。しかしながら，彼は，別に「・・・去りなから其の事業の大小並

に取引の繁簡に擦りて未た必しも偏魔すべからざるものあり・・・」'4)とも述

べており，単式簿記の存在をまったく否定しているわけではない。

その上で，海野は，複式簿記と単式簿記との相違点について，「・・・複式

は其の文字の示す如く貸借の記入を両方に重出し軍式は之を其の一方に止むる

ものなり今遊に此の両者の相異なる要鮎を學くれは即ち左の如し｣15)と記し，

次の五つを列挙している。すなわち，

｢、(蔓鯛臓ii識１１を許オ

’2'(:鰯~騏簾::負債の全鵲を乱

’3'(裏|灌鰯笠訂たすの道あ，

ｕ'(蔓|懲二’１蟹るの道あ’

’5'(顛鰹蹴輝⑦ 」'6）

海野は，上記の五つの点について，複式簿記と単式簿記との相違を明らかに

した後に，複式簿記の基本である「貸借の原理」について，次のように記して

いる。すなわち，「貸借の原理は代數學の定則に起りたるものにして所謂「ヰ

クイブリユム」［equilibrium］の一義を以て全く之を貫くものなり「ヰクイブ

リユム」とは即ち平均と云へる意義にして簿記法の貸借なるものは常に必す相

平均するを云ふなり.…｣'７１と。
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３）貸借の用語と仕訳規則

次に貸借の用語について，海野は，「・・・吾人か日常言ふ所の貸借なる

ものは多くは皆な人に對して之を用ゆるか如しと難とも簿記法に謂はゆる貸借

と云ふは濁り人に對して之を言ふのみならず又他の事物に對しても同じく之を

言ふものなり・・・」'8)と述べ，また，「・・・去れは金銭財寶の如き人類以外

のものと錐ども或は借主と爲り又或は貸主と爲るＥあり其の貸借の目的とする

所決して濁り人類に限らざるなり・・・」'9)と記して，簿記にあっては，貸借

の用語は，単に人と人との貸借関係においてのみ用いられるのではなく，他の

事物についても援用されることを明らかにしている。

このように海野は，貸借の用語を説明するにあたり，「緒言」にも見出さ

れるのと同様な人的勘定学説的観点からの擬人化に関する言説を提示するので

ある。しかし，実際には，彼は，以下に引用する文言からも明らかなように，

貸借の関係を，単純に「人」でないものを「人」として擬人化して説明するの

ではなく，これを価値の交換に基づいて解説する。すなわち，

「・・・貸借の厘別は慣直［原文のまま］の交換に始まるものにして受け

たる債直は即ち與へたる債直に負と爲り又與へたる債直は即ち受けたる債

直に正と爲るものなり今ま簿記法は此の正負を呼んで實に貸借と云へり而

して此の正負の關係は所謂源因結果の大法より出て來るものにして即ち我

か輿へるの源因は我か受くるの結果にして我か受くるの源因は我か輿へる

の結果ならざるはなし是に於てか所謂貸借の匠別起る

第一

受けたる債直は借なり

第二

與へたる債直は貸なり

是れ受けたる慣直は即ち與へたる債直に負と爲り又與へたる債直は即ち受

けたる債直に正と爲ればなり・・・」20）

海野は，さらに上記のような基本的考え方ないし見方の下で，次の三つか

らなる「仕讓の規則」を提示する。すなわち，
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「簿記法に於て仕讓と云ふは勘定の貸借を分つＥにして所謂「ジヨナライ

ヂング」［journalizing］是なり今ま其の定則を尋ぬるに則ち左の三條より

成立つものなり

第一

受けたる債直は總て借なり

第二

輿へたる債直は總て貸なり

第三

受けたる債直の〆高は常に輿へたる債直の〆高と符合し

與へたる債直の〆高は常に受けたる債直の〆高と符合す｣2'）

上記のような価値の受渡し，つまり，価値の交換に基づいて貸借の関係や仕

訳の規則を解説する海野のアプローチは，「緒言」等に見出されるような人的

勘定学説の観点，つまり，仕訳規則について見れば，物の受渡しと人的関係と

を絡めた擬人的受渡説に基づくそれとは異なるものである。

４）価値受渡説と物的二勘定系統説

では，上述したような海野のアプローチは，何れに由来するのであろうか。

おそらく，それはＩ實用簿記法ｊの「引用書目」に「ホルソム氏論理簿記法」

として，また，これに先行する「簿記學起源考ｊの「引用書目」にも「ホルソ

ム氏ロジカルブツクキーピング」として掲記されている22)，アメリカの

EzekielGFolsomの簿記書（ＴｈｅＬＱｇｊＭ/Acco"伽；・…（1873)）で展開さ

れている「価値受渡説」（または「価値得失説｣）に由来するものと考えられる。

Folsomは，上掲の簿記書において，きわめて独創的な価値理論の展開に基

づく複式簿記の教授法（＝「価値受渡説｣）を提示している。そこでは，簿記(複

式簿記）の目的とは，価値の等価的収支（coequalreceiptanddisbursement

ofvalues)，換言すれば，価値の等価的受渡しを跡づけ．価値交換の二面的結

果（two-fOldresultoftheirexchange）を表示することにあると措定され，か

かる「価値受渡説」に拠ったアプローチに基づき，貸借記入の原則が解説され

る。そして，簿記（複式簿記）は，価値交換の結果としての企業資本の確定と
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その運用形態の把握のための記録計算システムと位置づけられ，二元的な財産

計算，つまり，＜期首資本±期中損益＝期末資本＞とく期末資産一期末負債

＝期末資本＞という二つの等式で示される，期末資本（純財産）の二重計算

が－つのシステムの中に統合され，かつ，かかる二重計算の結果の一致が計算

構造的に保証されるところに，その本質が求められる。さらにこのことが，

Folsomにあっては，期末資本の二重計算（｢価値交換の二面的結果｣）を表示

するための財務諸表の様式にまで落とし込まれて解説されているのである23)。

このようなFolsomの簿記書に見出される「価値受渡説」は，彼の原書，あ

るいは，これをわが国で最初に紹介・解説した森島修太郎の邦訳書（『簿記學

例題』（1878)）を噴矢として，彼に続く図師民嘉などの多くの祖述者により著

された簿記書を通じ，明治期のわが国の簿記・会計教育に大きな影響を及ぼす

ことになる24)。

海野による簿記教授法のアプローチもまた上記のFolsomの「価値受渡説」

に基づくそれと同様のものであり，したがって，それは，人的勘定学説の範嶬

に含まれるべきものでなく，むしろこれと対置されるべき本格的な簿記理論と

しての物的勘定学説（materialistischeKontentheorie)，特に物的二勘定系統

説（materialistischeZweikontenreihentheorie）－資本主理論的勘定学説

(proprietorshiptheoryofaccounts）－の系譜上に位置づけられるものと考

えられる25)。

Ⅱ‐３「簿記法の起源」

前項では，『實用簿記法」に見出される海野の簿記に対する基本的な考え方

ないし見方を概観してきたが，以下では，彼の説く会計史，特に簿記の歴史に

関する叙述内容を考察することにしよう（なお，本項におけるｌ）～４）の区

分とそれぞれの見出しについては，筆者が便宜的に付したものである)。

１）簿記（複式簿記）の誕生とPacioloの「簿記論」

海野の説く「簿記法の起源」は，「實用簿記法』の本文の冒頭に収録された

わずか４頁弱の小稿である26)。以下，彼の行論に即してその叙述内容を検討す
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る。

彼は，まず，当該項の冒頭において，「史を按するに簿記法の起る差し今を

去るＥ遠く四百餘年の古に在り然れども富時之か記録極めて少なく而かも亦多

くは散逸に属し後の學者遂に其の正史を見るＥ能はざるは遺`憾の至りと云うべ

し．．．」27)と指摘して，簿記（複式簿記）の起源は（彼の時代から見て）４００

年余り前のことであるが当時その記録はきわめて少なく，しかも，多くが散

逸しているので，正当な歴史を見ることが困難であるのは非常に残念なことで

あると述べている。

このような会計史研究の状況を前提として，海野は，「今ま學者ケーリー

[PatrickKelly］の説に擦るに．．．」28)と特に記した上で，複式簿記の起源に

ついて，次のように記している。すなわち「・・・抑も簿記法の原理は遠くユー

クリツト［Euclides（Euclid)］の「アルゼブリツク，アキシオム［algebric

axiom]」即ち代數學の定則に起りたるものにして其の初めて之れか著述を爲

せしは伊太利の僧リユカスジー，ポルゴー［LucasdiBorgo:LucaPacioli（oｒ

Paciolo）のこと]29)にして責に紀元千四百九十五年［正しくは1494年］同國ベ

ニス府に於て出版したるもの是れ丁簿記法の權輿なりと云へり．．．」30)と。

要するに，海野は，簿記（複式簿記）の原理がEuclidの代数学の原理に基

づくものであること，また，簿記をヨーロッパで最初に著述した人物が

Pacioloであり，彼が1494年にヴェネツイアで出版した著作が簿記（複式簿記）

の始まり（権輿）であると説いているのである31)。

２）１６世紀～17世紀のイギリスとネーデルラント

次に海野は，イギリスとネーデルラントに目を向け，「・・・其の後

千五百四十三年に至りヒウグ，ヲ_ルドカスツル［HughOldcastle］また英國

ロンドン府に於て一書を公にせり尋て其の六十九年ジエームス，ビール

[JamesPeele］の軍式［正しくは複式］あり八十八年ジョン，メルリス［John

Mellis］の復式［原文のまま］あり是れ皆な英國最古の簿記法とす又九十六年

ニコラスベートリー［NicolausPetri（ClaesPietersz)］なるもの和蘭のア

ムステルダムに於て一書を印行せり其の後未た幾ならずしてアレキサンドル，
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リセット［正しくは"AbrahamLiset，'］の複記法並にリチヤード，ダフホルン

[RichardDaffOrne］の和蘭課あり然れ共此等の書皆な遂に世の穂賛を得る能

はざりしは千載の下之を借みて尚ほ餘りあるべし・・・」32)と述べている。

ここでは16世紀から17世紀にかけてイギリスとネーデルラントで出版された

簿記書の著者たちが論及されている。具体的には，1543年にOldcastle，１５６９

年にPeele，1588年にMellisによりそれぞれ簿記書が刊行され，これらがイギ

リスの最初期の簿記書となること，また，1596年にPetri（Pietersz）がアム

ステルダムにおいて簿記書を出版しそして，その後にLisetの簿記書と

Daiforneの簿記書（特に後者については「和蘭課」と記される）が現れたが，

いずれも世間の称賛を浴びることがなく，はなはだ残念であると述べているの

である。

ただし，上記の記述については，1569年に公刊されたPeeleの簿記書は「軍

式」ではなく複式簿記の解説書であること3３１，また’596年は，既に1576年に

ネーデルラントで出版されていたPetriの簿記書の英語版が出版された年であ

ること34)，そして，DaffOrneの簿記書は，当時のネーデルラントの影響を受

けてはいるが，決してそれがネーデルラントの簿記書の英語訳ではないことな

ど35)，今日の会計史研究の知見に照らせば，明らかな誤謬が見出される。

３）１８世紀のイギリス

続けて，海野は，１８世紀前半のイギリスに目を転じて，「・・・千七百二十六

年英人ホツトン［EdwardHatton］の商家必携［Ｔ〃ＣＭ'γc〃α"尚MZgZzzj"c：

(lsted.,1695;８ｔｈｅｄ,1726)］大に世の好評を博せり夫の有名なるマルコ

ルム［AlexanderMalcolm］の著書また實に此の時に出てたり差しマルコム

[原文のまま：上記の「マルコルム」と同一人物？］の書たる其の巻秩やと浩

瀞にして紙葉殆んど六百四十餘に上れり當時の學士ヲ－ガスタスカルガン

[正しくは鰻AugustusdeMorgan''１大いに其の良書たるを禰賛せりその後ま

た幾ならずしてベルノン［JohnVernonlクラーク［JohnClark]，ステップ

等相尋

.．」36）

エン［HustcraftStephens]，ドブソン［正しくは"JamesDodson'，]，

で起り各々熱心に一家の説を主張せしも皆な遂に世に容れられざりし・
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と記し，Hatton,Malcolm,Vernon,Clark,StephensDosdonという，その当時

のイギリスにおいて簿記書を出版した著者たちの名前を挙げている。

さらに，彼は，１８世紀後半のイギリスの簿記書の著者たちとして，「・・・

降て六十八年［正しくは1773年］蘇格蘭［スコットランド］ペリス［パース

(Perth)］府の學士ジョン，マイヤー［JohnMair］近世簿記學［BooA-hc⑳/咽

ＭＭｃｍｊｚ,｡:．…（1773)］－篇を上梓し當時頗る盛名を得たりと傳ふ然れども

其の書今殆ど散逸して見る能はざるは遺`憾と云うくし諾し氏と其時を前後する

ものへイス［RichardHayes]，ウストン［WilliamWestonlクーク［John

Cooke]，ハツトン［CharlesHuttonlテイロル［WilliamTaylorlジルオー

ス［ThomasDilworth]，ブース［BenjaminBooth]，等其の他名家頗る多

し・・・」37)，つまり，MairHayes,Weston,Cooke,Hutton,Taylor,Dilworth，

Boothの名前を列挙している38)。

また,18世紀末のイギリスにおいて，それまでの「イタリア式簿記」つまり，

複式簿記に対する急進的な攻撃と挑戦，そして，これに代わる「イギリス式簿

記」（Englishsystemofbook-keeping）を提唱し，斯界に大きな論議を呼び起

こしたJonesについて，海野は，「特にジヨンス［EdwardTJones］の如き

は自ら英利西派の一派を立てと大に伊太利派を攻撃し一時世の聲聴を動かすに

至れり然れどもその説遂に行はれずして伊太利派ひとり今日に盛かんなる所以

のものは抑も又之か學理の深浅に職由せずんばあらず．．．」39)と述べ，名前

のみの列挙に終始している他の著者たちと比べれば多少なりともこれに説明を

加えている。

４）１９世紀のイギリス

さらに，彼の叙述は19世紀に及ぶ。すなわち，「・・・爾來シレス［John

Shires]，ケーリー［PatrickKelly]，テート［WTate]，ローライン［William

Lorraine]，モリソン［ClarkMorrison]，ロングホルド［RLangfOrd]，マゼ

ソン［EwingMathesonlレーノルド［GeorgeReynorlds]，カーター

[FredericH・Carter]，ジャクソン［WilliamJacksonlギルベルト[JamesW・

Gilbartlハンチントン［確認できず]，カルデコツド［JohnCaldecott]，ホ

－４５－
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スター［BenjaminFFoster]，等の諸學士陸續輩出し遂に今日の盛運を見る

に至れり・・・」40)と記している。

ここでは，もっぱら19世紀のイギリスにおいて簿記書を刊行した著者たちと

して，Shires,Kelly,Tate,Lorraine,Morrison,LangfOrd,MathesonReynorlds，

CarterJackson,Gilbart,Caldecott,Fosterなどの名前を掲げ4')，イギリスでは

｢今日」（つまり，海野の「實用簿記法』が出版された１９世紀末当時）に至って，

簿記がその盛運を見るに至ったと説いているのである。

５）１９世紀のアメリカ

最後に海野は，アメリカに目を転じて，「・・・米國に於てはトーマス，

タンユル［ThomasTurner］の著書尤も早く世に出でたり即ち其の印行は實

に千八百四年とす之に次ぐものはベンネツト［JamesABennetlシース

[BryantSheyslアルゼル［確認できずｌゴツダード［ThomasH

Goddardl

プレストン

ヒチコツク［IraIHitchcocklマルス［ChristopherCMarshl

[LymanPrestonlハリス［NicholasHarris]，コーメル［Geroge

ＮＣｏｍｅｒ]，ロツス［WilliamＰ・MRoss]，アダムス［AllstonAdams]，等に

して夫のブライヤント及ひストラツトン［HenryBBryantandHenryD

Stratton［正しくは，左記の両名にSilasSPachardを加えた３名ｌホルトン

及ひイーストマン［LeviS,FulltonandGeorgeWEastman]，等皆な近代の

名家にして我か國人の夙に能〈知る所なり就中ホルソム［EzekielGFolsom］

の如きは百家の中別に－機軸を出し大に先人未發の學理を唱道し頗る斯學の進

歩を助けたり吾人は仰で其の功徳を頌すべきの義務あり｣42)と記している。

すなわち，アメリカにおける最初の簿記書は1804年のTurnerのそれである

ことを指摘するとともに43)，その後に簿記書を出版したアメリカの著者たちと

して，Bennet，Sheys，GoddardHitchcock，Marsh，Preston，Harris，Comer，

ＲＯＳＳ,Adams，また，BryantandStratton,FulltonandEastman,Folsomの名

前を挙げ。彼らはわが国でもよく知られていると述べる。

特にFolsomについては，既に本稿のⅡ‐２で検討したように海野が『實

用簿記法」において簿記法を教授するにあたって基礎としたアプローチ，つま
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肌価値受渡説一物的二勘定系統説を展開した人物であり，それは，海野の

みならず，明治期のわが国の簿記・会計教育に大きな影響を及ぼしたがゆえに

上掲の引用文にも示されるように，「・・・百家の中別に－機軸を出し大に先

人未發の學理を唱道し頗る斯學の進歩を助けたり吾人は仰で其の功徳を頌すべ

きの義務あり・・・」と説いて，その貢献を高く評価しているのである。

Ⅲ結び

以上，「簿記法の起源」を中心に，海野の「實用簿記法』（1899）を概観した。

｢簿記法の起源」は，わずか４頁弱の小稿であり，これと会計（簿記）の歴史

を専門的に取り上げた単行書である「簿記學起原老」（1886）とを単純に比較

することには問題があるかもしれないがあえて両著を比較すれば，以下のこ

とが指摘できるであろう。

まず，「簿記法の起源」を収載した「實用簿記法』の刊行の時期が『簿記學

起原考」のそれから十数年を経過しているにもかかわらず，基本的に，「簿記

法の起源」の叙述内容は，『簿記學起原考」の場合と同様に簿記書の著者た

ちの名前の羅列的叙述であり，ほとんどの場合，個々の簿記書の教示内容どこ

ろか，簿記書の標題や出版年への言及も見られない。両著ともに，文献史的研

究の，しかも，未だ初歩的な域にとどまっていると言えよう。

ただし，『簿記學起原考』との差異をあえて挙げるとすれば，（１）海野が依

拠した文献（先行研究）の相違に基づくものと思われるが，列挙されている簿

記書の著者たちの名前に多少の差異が認められること，（２）わずか４頁弱と

いう紙幅の中ではあるが，全体に占める１９世紀の簿記事情，特にアメリカのそ

れを取り上げている箇所が相対的に大きくなっていることであろう44)。すなわ

ち，「簿記法の起源」には，明治期の簿記書あるいは簿記・会計教育へのアメ

リカの影響が，先行する「簿記學起原考ｊよりもより強く反映されているもの

と考えられる。
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ｌ腱
＊

本稿は，拙稿（中野［2016ａ]）にその－部（｢Ｖ‐２｣）として収録した論稿に

ついて，その後の考察結果に基づき加筆・修正を施したものである。

曾田の「學課起源署説」で取り上げられた諸学科とは，「化學」（Chemistry),｢理

學」（NaturalPhilosophy)，「記簿法」（Book-Keeping)，「歴史」（History)，「地

理學」（Geography)，「四則算」（Arithmetic)，「代數學」（Algebra)，「幾何學」

(Geometry）の計八つである。

なお，「記簿法」の叙述内容，特にその原著をなすJohannBeckmannの論稿と

の比較検討等については，中野［2015］を参照されたい。

イギリスで出版された会計関係の文献に限定すれば，１９世紀初頭の簿記解説書，

たとえば,PatrickKellyの簿記書（Ｔ/zeE/e腕e"応Cl/ＢＯＯﾉＭe幼ﾉﾌﾞｚｇ….（1801)）

や，FrederickW・Cronhelmの簿記書（Dozzb化Ｅ"”のﾉＳｉ"g/e,．…（1818)）

において，簿記の解説全体から見ればごく少数の頁であるが，会計史，特に簿

記の歴史がそれぞれ論じられている。さらに遡るならば，１７世紀のRichard

DaffOrneの簿記書（Ｔ/０２ノVCγcﾉbα"応Ｍγγo"た．…（1635)）でも１頁だけでは

あるが簿記の歴史を論じた箇所を見出すことができる。ただし会計史が単行

書において取り上げられるのは，本文中でも言及したように，Fosterの著作を

噴矢とする（DaffOrne［16351"OpinionofBook-keepingsAntiquity"；Kelley

[l8011ppiv-ix;Cronhelm［1818],ppx-xiv)。

曾田愛三郎（？～1891）は，松江の士族であり，静岡で英学を修め，はじめは

某校舎で歴史・地理・化学・理学・記簿・数学等を教授した。その後，彼は自

由党系の論客として活躍し，1882年に東海暁鐘新報の記者となり，次いで日本

立憲政党新聞・自由新聞・北陸新聞・あずま新聞等の記者・主筆を経て，１８９１

年11月に自由新報（新潟）の主筆に招かれたが，同年12月に自死したとされる

(西川［1975]’６頁；同［19821200頁)。

なお，「學課起源署説」以外の曾田の著作として，「欧羅巴革命史」（訳書，

1883)，「大英今代史」（訳書，1884)，「未来の商人：一名功名の魁」（1887）な

どが挙げられる。

海野力太郎（1861～1944）は，大和郡山の藩士の家に生まれ，三菱商業学校を

卒業した後，三菱会社に会計方として入社するが，その後，日本鉄道に転じ，

逓信省鉄道局・鉄道院・帝国鉄道協会に勤務するなど晩年に至るまでもっぱ

ら鉄道関係の業務に携わっている（西川［19711328頁；同［1975]，２－５頁；

同［'9821196-199頁)。

なお，簿記に関する海野の著作として，『簿記學起原考」以外に，「罫線學」

(1888)，「元帳〆切之図」（1888)，「賞用簿記法」（1899）などが挙げられる。

東夷五郎（1865～1947）は，長崎県で生まれ，1887年に高等商業学校（→東京

高等商業学校→東京商科大学→東京産業大学→現一橋大学）を第一回の卒業生

l）

2）

３）

４）

５）
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として卒業し函館商業学校・長崎商業学校・熊本商業学校等の教諭・校長を

務めた後，1898年10月に高等商業学校の教授に就任している。第二高等商業学

校である神戸高等商業学校（→神戸商業大学→神戸経済大学→現神戸大学）の

設置により，1903年１月に同校教授に任じられ，1916年９月に職業会計人への

転身に伴い退職するまでの期間同校に在在している。職業会計人に転身の後

は東会計事務所を開設し，業界の草分け的存在として実務界で長く活躍してい

る（中野［1999allO6-llO頁；同［20021367-369頁；ｓｅｅ東［1977])。

なお，会計史（簿記史）に関する東の論稿として，「簿記の起源及沿革」（｢新案

詳解商業簿記」（1903）所載）と，「簿記法古代の沿革」（｢商業會計第壹輯」

(1908）所載）がある（see中野［201lb])。

｢簿記學起原考」については，既に江村［19531序説；小島［19651第９章；同

[19731第５章；西川［1975］；同［1978］；同［19821第二部（簿記學起原考

解題）においてそれぞれ分析されているので，その詳細についてはこれらの先

行研究を参照されたい（Seeａｌｓｏ中野［2016ａｌＶ‐１)。

海野は，「官用簿記法」において，「緒言」と「目次」に続けて，「引用書目」を

褐記している。当時の慣行によれば，本文中で個々別々に注が付されることは

なく，全体として引用・参照した文献のリストを掲げるのが一般的であり，こ

れは「簿記學起原考」でも同様であった。以下に，彼が「費用簿記法」の「引

用書目」に掲げた英米の文献の著者たちの名前と標題を示してみよう（海野

[18891「引用書目｣)。

「一ホスター氏簿記法

一ハスウエール氏簿記法

一ハミルトン及ベル氏簿記法

一ジャクソン氏官用簿記法

一メヒウ氏責用簿記法

一ホルソム氏論理簿記法

一マルス氏商家簿記法

一ブライヤント及ストラツトン氏商家簿記法

一ブックキーピング，ノー，マイストリー英國龍動板

［原文のまま：ロンドン版］

－ハツドン氏簿記法初歩

一コンステーブル氏官用簿記法

一ゲーヂ氏軍複簿記法

一イングリス氏軍複簿記法

以上」

上掲のリストでは，個々の文献について，それぞれの著者の名前の姓のみがカ

タカナで表記され，また，標題も意訳される形で表記されているため，引用ざ

6）

7）
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れている文献の具体がわかりにくい。そのため，以下に，筆者が各種の文献目

録やデータベースから推定した個々の文献の著者の名前と標題を示すことにす

る（ただし，海野は，同一の著作に関して異なる版や出版年がある場合，いず

れを用いたのか，その詳細については，上記のように，まったく表記していな

いので，以下に掲げるリストはあくまでも参考にとどまるものである)。

.「ホスター氏簿記法」

BenjaminFFoster,ＤＣ"肱Ｅ"ﾉﾉ｡'Ｅ/"cidZz〃.Ａ〃／"Woucd/Vｾﾉﾉｉｏｄｑ/・

Ｚ~とαcｶﾉﾉzgBooﾊｰﾉbcePj"9,London,1843．

（※「實用簿記法」が刊行された1899年に近い版として，1893年に第十五

版が刊行されている）

.「ハスウエール氏簿記法」

CharlesHHaswell,BooA-AcePj"ｇｈｙＤｏ"肱Ｅ"”；・…，NewYork，

1871.

.「ハミルトン及ベル氏簿記法」

ＲｏｂｅｒｔＧＣ、HamiltonandJohnBall,BooMe⑪ﾉﾉＺｇ３ｒｄｅｄ.，Oxford，

1869．

（※初版の出版年は確認できず（1890年に新版（NewandEnlarged

edition）の刊行あり）

．「ジャクソン氏實用簿記法」

GeorgeJackson,〃cﾉﾔso"8ｓＣＯ”/e花Ｓｂﾉstc"ｑ／Pmctjcα/ＢＯＯﾉMeePj"９，

.…，Ｎｅｗｅｄ.,London,1843.

.「メヒウ氏實用簿記法」

IraMayhew,ＡＰｍｃｔｊｃα/Systemcl/BooA-ﾉbe”ﾉﾉｚｇ６ｙＳｊ'29/ｅα"ｄＤｏ"6/ｅ

Ｅ"jry,．…，NewYork,1851．

（※1880年に第140版の刊行あり）

.「ホルソム氏論理簿記法」

EzekielGFolsom，ＴﾉｂｃＬＯｇｉｃｑ/､Acco""だ；AMzuEMp0sjtj0〃ｑ/・伽

Ｔ/ZBCがα"ｄＰｍｃｔｊｃ２ｑ/ＤＣ"6〃Ｅ"”ＢＯＯ航eePj'ｚｇＢａｓｅｄｉ〃Vtz/"e，

.・・・，NewYork，1873.

．「ブライヤント及ストラツトン氏商家簿記法」

HenryBBryant，ＨｅｎｒｙＤ・StrattonandSilasS、Packard，Ｂｒyα"／＆

Ｓｔｍがo〃、ＣＯ""//"ｇＨＭｓｃＢｏｏ/MeePj'ｚｇ…．,NewYork,1863．

（※1878年に新版（TheNewBryant＆StrattonCountingBook-keeping；

．…,NewYork）の刊行あり）

イブツクキーピング，ノー，マイストリー英国龍動板［ロンドン版]」

著者不詳（``anexperiencedbook-keeper，，),ＢＯＯﾉWbe⑳/"gjV0Mysたび;肋

ルノ"ci此SPO，"〃γbノＥＷａｉ"ｅｄａ"ｄ／ｈｅＴ"CO”ｑ/ＤＣ"6/ｅＥ"〃
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Ａ"αlysed:.…,２ｎｄｅｄ,London,１８７０

（※1877年に第三版の刊行あり）

．「ハツドン氏簿記法初歩」

JamesHaddon,Ｒ"｡〃e"ｍ”ＢＯＯ/Ｍe幼ﾉﾌﾞｚｇａＭＣｏ加加eγcjtz/Ｐﾉbmsco/Ogy，

London,1851．

（※1861年に第五版の刊行あり）

.「コンステーブル氏實用簿記法」

JohnConstable，ＢＯＯﾉMeePj"ｇｎｗｇ/zr6jノＭｨ〃cγo"ｓＥｊ６ａ加此ｓｑ／

ＣＯ"ZP/c"Ａ""“/Acco""/S,２ｎｄｅｄ.,London,1884．

（※初版の出版年は確認できず）

．「ゲーヂ氏軍複簿記法」

ＳGeorge,ＡＣ"雌ｊｏＢｏｏﾉMcePj"ｇのﾉＳﾉﾌﾞzg/ｅα"‘ＤＣ"6/ｅＥ"”,….，

Culcutta,1893.

．「イングリス氏軍複簿記法」

Williamlnglis,ＢＯＯﾉﾔｰﾙe幼ﾉﾌﾞＺｇムｙＳｉ"g/ｃａＭＤｏ"肌Ｅ"ｔ”・…,London，

1850．

（※「1881年」版の刊行あり）

海野［18991「緒言｣。

なお，海野が「緒言」で引用しているClarkの簿記書については，「引用書目」

に掲げられていないので，彼がこれに直接にあたったのか否かは不明である。

偶然かもしれないが，「實用簿記法」（と「簿記學起原考｣）に先行するFoster

の会計史書（〃ＣＯγjgj〃α"dDQg"SSQ/BooA-hc⑳o"ｇ・…）には，Clarkの

簿記書に関する論及があり，その該当箇所では，「緒言」で引用されている，資

本勘定・損益勘定・残高勘定に関する海野の解説に相当する内容が「抜書き」

の形で収載されている（Foster［l8561ppl3-l5)。

海野［18991「緒言｣。

｢緒言」に見出されるような人格化つまり，擬人化（personification）に基づ

く簿記法教授のアプローチは，まさに人と人との貸借関係から取引の貸借分析

(＝仕訳）を容易に説明できた人名勘定に加えて，現金勘定や商品勘定などが導

入された際に，これらの非人名勘定についても人名勘定と同様な人的貸借関係

を擬制しかかる観点から取引の貸借分析を統一的に説明しようとする試みの

産物であった。かかる勘定の擬人化は，複式簿記を解説した世界最初の印刷文

献とされるLucaPacioliの「簿記論」（彼の数学書（S""z"αｄＣＡγﾉﾉ伽erjca

Ceo加eｔγjtzD0Poγｔｊｏ"ｉｅｔＰγ”oγ"o"α肋（1494)）の一部に収載）に既に見出

されるが，特にイギリスにおいては，イタリア語の簿記書などを翻訳する過程

で，英語の語彙の中に適切に対応する語が存在しなかったため，“debito"や

"credito"を擬人的に意訳しより人的な意味合いを有する"oweth"や"trust”

8）

Ｊ
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という語を充てたり，あるいは，イギリス中世の荘園会計にみられる会計責任

(accountability）の設定と解除にかかわるチャージ＆デイスチャージ（charge

anddischarge）の会計の形式とも結びつくことによって，イギリスの簿記教育

の場に深く根付くようにないその伝統は19世紀まで根強く残存することに

なったと言われる（Jackson［1956]，pp295-296；Chatfield［l9771pp､218-220；

Edwardｓ［1989]，ｐｐ､71-72;seeGeijsbeek［l9141p61;Littleton［1933]，Chap、

1Ｖ（片野（訳）［19781第４章))。

海野［189914頁。

海野［189914-5頁。

海野［189916-7頁。

海野［１８９９１７頁。

海野［189917頁。

海野［189917-8頁。

海野［１８９９１９頁。

代数学的な「均衡」（"equilibrium"）の思考をもって簿記（複式簿記）を解説し

ようとする教授法は，イギリスでは，注２）でも言及したCronhelmの簿記書

(1818）において始めて体系的に提示される。この簿記書の中で，彼は，簿記の

目的を，財産を記録することにより，資本主（所有主）に対して，彼の資本全

体の価値とその各構成部分の価値をいつ如何なる時にも明示することにあると

規定した上で，簿記が常に「均衡の原理」（PrincipleofEquilibrium）に基づく

ものであることを指摘する。すなわち，取引の過程にある財産の構成部分は絶

え間ざる変形と変化の過程にあるが，それらがどのような変化を被ろうと，ま

た，資本全体が増減しようと一定のままであろうと，資本の全体は常にその構

成部分すべての和に等しくなければならず，かかる均衡関係（Equality）こそ

が簿記のもっとも本質的な原理である説く。そして，Cronhelmは，元帳の諸

勘定を財産の部分と全体財産それぞれを表す相対立する二つの勘定群に分類す

る二勘定系統説，特に物的二勘定系統説（materialistischeZweikonten‐

reihentheorie）－資本主理論的勘定学説（proprietorshiptheoryofaccounts）

－的思考を，今日的には資本等式と呼ばれる等式関係を援用しながら展開し

ている（Cronhelm［l8181Chap.Ⅲ;see中野［1992],第５章11)。

なお，上記のように，ドイツ的な勘定学説（勘定理論）における物的二勘定系

統説（純財産学説）と，アメリカ的な会計主体論における資本主理論（資本主

理論的勘定学説）とを同じ範嶬のものとして取り扱うことには問題があるかも

しれないが，ここでは，ドイツ語圏の文献のみならず英語圏のそれをも広く渉

猟し，勘定学説の系統的分類を試みたKarlKiiferの所説にしたがっておくこと

にする（Kafer［l9661ppl8-30（安平（訳）［1972],35-50頁))。

海野［189919頁。

１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１

18）

－５２－



経営論叢第６巻第２号（2017年３月）

１
１
１
１
１

９
０
１
２
３

１
２
２
２
２

海野［１８９９１９頁。

海野［189919-10頁。

海野［1899113-14頁。

海野［18861「引用書'二|」；同［1899]，「引用書目｣。

Folsomによれば，複式簿記とは，価値の等価的収支（あるいは，価値の等価的

受渡しを跡づけ，価値交換の二面的結果を表示することにあると定義される。

すなわち，科学としての簿記は，価値に基礎を置くものであり，このような価

値は，大きく二つのクラス，つまり，商業価値（CommercialValue）と観念価

値（IdealValue）とに分類される。そして，あらゆる取引，つまり，価値の交

換は，①商業価値，②観念価値，および，③商業価値と観念価値という三つの

構成要素の，それぞれの受取りと引渡しという組み合わせからなる九つの等式

(＝「価値交換等式｣）に還元されるとして，彼は，貸借記入の原則を，「受け取っ

たすべての価値は借方であり，引き渡したすべての価値は貸方である」という，

価値の受渡しにかかわる因果律（principleofeffectandcause）に関連づけて

解説している。このような「価値受渡説」（または「価値得失説｣）に立脚した

Folsomの簿記書の概要については，久野［19851第７章§２；中野［19921第

７章Ⅲを参照されたい（Seeａｌｓｏ中野［2012ｂ肌同［2016ｂ])。

Folsomの簿記書については，商法講習所の設立にあたり，そこでの教育を主導

したWilliamCWhitneyにより原書がもたらされるとともに，商法講習所で学

び，同所の教員となり，後に海野も学んだ三菱商業学校の教員に転じた森島修

太郎により邦訳書（｢簿記學例題」（1878)）が出版されている。Folsomの簿記

書で展開された「価値受渡説」は，商法講習所が高等商業学校に発展的に解消

された時代からかなり長い期間にわたり。わが国の簿記会計教育の主流となり，

その影響は，商法講習所で学んだ図師民嘉の「簿記法原理」（1881）を噴矢とし

て多くの祖述者を生み，さらに，わが国の会計学界草創期において先駆的・指

導的役割を果たした下野直太郎の「簿記精理」（1895)，あるいは，高等商業学

校の出身で，後に母校の教授となった佐野善作の「商業簿記教科書」（1897)，

同じく高等商業学校の出身で，母校，そして，第二高等商業学校である神戸高

等商業学校教授となった東爽五郎の「新案詳解商業簿記」（1903）にも見出さ

れると言われる（黒澤［1982119-20頁；同［'9901121-122頁;see太田［19401

４頁；山口［19621248-249頁；西川［1982],第二部（フオルソム簿記訳書解題)；

seealsoPrevitsandMerino［l9981p､153)。

｢實用簿記法」に先行する「簿記學起源考」には，－か所だけ，簿記の原理的説

明を行っている部分が見出される。該当する箇所の原文を示せば，以下のよう

になる。すなわち，

「・・・今其所謂損益資本ノ閥係及ビ貸借ノ作用ヲ槻ルー即チ皆ナ悉ク數學上

ノ文字ヲ以テ容易二之ヲ證明スルヲ得ベシ遊二其要領ヲ學ケンニ簿記學二云

24）

25）
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フ所ノ開帳ノ純資本（ゼ，ユット，ストック，エト，オペニング，ゼ，ブッ

ク）［thenetstockatopeningthebook］ハＳヲ以テ之ヲ表スベク其閉帳ノ

損益（ゼ，ゲイン，エンド，ロツスエト，クローシング，ゼ，ブック）［the

gainandlossatclosingthebook］ハＰヲ以テ之ヲ顯ハスベシ而シテ其所謂

残高勘定ノ貸借ハ即チＤＣノー文字ヲ以テ各之ヲ甑別スルヲ得是レ簿記學ノ

原理ハ之ヲ代數學二取ル所以ニシテ其應用ハ即チ當二左ノ如クナルベシ」

そして，彼は，以下に掲げる代数式を用いて複式簿記の基本原理を説明してい

る。すなわち，

「Ｓ＝帳簿開始ノ純資本

Ｐ＝帳簿閉終ノ損益

Ｄ＝残高勘定ノ借方

Ｃ＝残高勘定ノ貸方

Ｓ±Ｐ＝Ｎ＝帳簿閉終ノ純資本

○一C薑N臺繍妻臺借ﾉ差｜
故

Ｄ－Ｃ＝Ｎ

故

Ｄ＝Ｎ＋Ｃ

ナ

リ」

上褐した引用文から明らかなように，海野は，簿記（複式簿記）の目的ないし

課題を純資本（純財産）の確定計算にあると措定し，それが，純資本を計算す

るための二つの方法．つまり，上掲の等式のうち，（１）＜Ｓ±Ｐ＝Ｎ＞で示さ

れる方法，つまり，Ｓ（｢帳簿開始ノ純資本」または「開帳ノ純資本｣）にＰ（｢帳

簿閉終ノ損益」または「閉帳ノ損益｣）を加減することによりＮ（｢帳簿閉終ノ

純資本｣）を計算する方法と，（２）＜Ｄ－Ｃ＝Ｎ＞で示される方法，つまり，

Ｄ（｢残高勘定ノ借方」（＝資産)）からＣ（｢残高勘定ノ貸方」（＝実質は「残高

勘定ノ貸方」のうちの負債の部分）を控除することにより，その差額，即ち，

Ｎ（｢帳簿閉終ノ純資本｣）を計算する方法とを包含するものであることを明らか

にしている。端的に言えば，海野は，「簿記學起原考」においても，価値受渡説

それ自体に関する論及はないものの，簿記の目的が，期間計算を前提とすれば，

（１）＜期首資本±期中損益＝期末資本＞と，（２）＜期末資産一期末負債＝期

末資本＞という二つの等式で示される，期末における純資本（純財産）の二重

－５４－



経営論叢第６巻第２号（2017年３月）

計算にあることを，既に明確に提示しているのである（海野［188619-10頁)。

なお，海野は，「責用簿記法」の「緒言」においても，純資本（純財産）の二重

計算について，部分的ではあるが,以下のように言及している（海野［18991｢緒

言｣)。すなわち，

「・・・我か資産の債直は左の二口坐に橡て重複に證明せらる、ものなり

－資本勘定に於ては最初の資本及其後の損益に擬て

－淺高勘定に於ては總資産と總負債の差額に徳て」

海野［189911-4頁。

海野［189911頁。

海野［189911頁。

｢簿記法の起源」について，たとえば，「・・・ことに序章「簿記法の起源」（４

ページ）は「学士ケーリーの説」（PatrickKelly箸ＴｈｅＥ化加e"応ｑ／Ｂｏｏｈ－

ｈｅｅＰｊ'zgLondon,1801の巻頭AShortHistoryofBook-keeping）によって述べ

ている。・・・」と指摘されるが，叙述内容やそこで列挙されている簿記書の著

者たちの名前などから判断して，それがKellyの論稿を単純に祖述したものと

は考えられない。Kellyの論稿において叙述された簿記史のわが国への本格的

な紹介は，注５）で言及した東の「簿記の起源及沿革」（1903）を待たなければ

ならない（西川［197514頁;see西１１１［'9821198-199頁;Ｃｆ東［1903])。

LucaPacioli（c､1445～cl517）は，イタリアのトスカーナ地方にあるサンセポ

ルクロ（Sansepolcro）で生まれ，フランシスコ派の修道士，後に数学者となり，

フィレンツェやミラノ．ナポリなど，イタリア各地の大学で数学を講じている。

彼の主著としては，注１０）で言及したＳｚ‘沈加α・…（1494）に加えて，仇

D〃"αＰγOPOγ/io"ｅ（1509）が挙げられる。Pacioloに関する伝記的叙述につい

ては，たとえば，片岡［19881第５章；同［20071第３章を参照されたい（See

alsoTaylor［1942］；同［1956］；cfBoyer［l9891pp､278-279)。

なお，Pacioloの名前の表記については，かつては"LucaPacciolo"，あるいは，

`LucasPaccioli"，“LucaPaciolo"，．LucasPacioli"など，さまざまなものが見受

けられた。しかし，今日の通説によれば，姓だけで表記するときは単数形の

"Paciolo"を用い，他方，姓と名を併記するときは「パチョーリ家のルカ｣，つ

まり，家族を表すという意味で複数形の"Pacioli"を用い"LucaPaciolrと表記

するのが正しいとされる（小島［19731序３頁；泉谷［198011頁注（１）；岸

[19831（序）ii-iii頁；片岡［19881101頁；同［2007],８５頁;seeTaylor［1944])。

海野［189911頁;ＳｅｅKelly［1801],ｐｐ・v-vi;Cater［1890],ｐ､３．

海野は，「簿記法の起源」において，彼が依拠したKellyの記述の誤りを反映し

てか，「簿記論」が収録されたPacioloのＳ…机α・…の出版年を「1494年」で

はなく「1495年」と誤って記している。しかも．Kellyの誤記は，彼の論稿に

付された注の文言から，それが，フランスのMatthieudelaPorteの簿記書Ｌａ

26）

27）

28）

29）

30）
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scje"ｃｅｄｅｓ〃egoczα"ｓ・…に由来するものであることが示されている。すなわ

ち，岸［1975］に拠れば，1704年版では，Ｄｅｌａｐｏｒｔｅは，複式簿記がイタリア

人により発明されたものであることに言及しているが，印刷術の創始との関連

で複式簿記書の出版を1530年頃と考え，Pacioloについては知らず，また，後世

の会計史上に名を残した彼の「簿記論」にも言及することがなかった。ところ

が，ＤｅｌａＰｏｒｔｅの死後，PierreBBoucherにより増改訂された1798年版では，

その序文の冒頭に，「1495年頃，イタリア人たるルカ兄弟Ｆｒ６ｒｅＬｕｃ［Luca

Pacioli］が，複式簿記論を印刷させた。この論著が種々の国語に訳された後，

ヨーロッパの諸々の商業都市において，他の箸が出た。これらの著書が印刷さ

れてからというもの，この学は大きく進歩した。・・・」と記され，Pacioloと

彼の「簿記論」について言及されるに至っている。1798年版に見出される内容

はそれ以前の版にも既に存在すると推測されるが少なくとも1704年版より後

であることは明らかである（岸［'9751318-320頁;seeKelly［l8011pvi（＊）；

ｃｆＹａｍｅｙ［l9801p86note（１４))。

Pacioloの「簿記論」は，あくまでも簿記（特に複式簿記）を世界で初めて印刷

文献として解説したということであり，もちろん彼が複式簿記を発明・考案し

たわけではない。複式簿記の実務的な起源については，古代ローマ説や古代イ

ンド説などが提唱されることもあるが，今日的には，１３世紀初頭から14世紀末

にかけてのイタリアにおいて生成したとする中世イタリア起源説が支配的であ

る。ただしこの説は，さらに,①フィレンツェを中心とするトスカーナ起源説，

②ジェノヴァ起源説，③ミラノを中心とするロンバルデイーア起源説，④ヴェ

ネツィア起源説，あるいは，⑤上記のようなイタリアの商業都市でほぼ同時期

に生成したと考える同時期説などに細分することができる。このような複式簿

記の起源をめぐる所説の詳細については，たとえば，小島［19871第７章；片

岡［1988]’第１章；同［20071第１章第３節を参照されたい（Seeａｌｓｏ中野

[1992122-23頁，30-31頁（注20))。

海野［189911-2頁;seeCater［1890],ｐ３．

海野がPeeleの第二番目の簿記書（ＺＷＨｚｔ比WlZyeto，er/tct"Ｃｓ….（1569)）

を単式簿記の解説書と誤記した原因は，先行する「簿記學起原考」が依拠した

Beckmannの論稿に由来するものと考えられる（Beckmann［l8461p､２（特許

庁内技術史研究会（訳）［l999al42頁;see中野［201514頁))。

BywaterandYamey［l9821p､80;ｓｅｅＹａｍｅｙ［1963],ｐ166．

DaffOrneの簿記書（Ｔ"ｅＭｂγｃｈα"応Ｍγγ0”・…（1635)）は，オランダ語に

よる簿記書の英語訳ではなく，外国（特にネーデルラント）の影響を受けた簿

記書，しかも，その最後のものと言われる。かつ，同書は，それまでにイギリ

スで刊行された簿記書がいずれも初版どまりであったのに対し，初めて版を重

ねた（第四版まで）簿記書であり，海野の文言とは逆に当時のイギリスの簿

31）

32）

33）

34）

35）
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記書としてそれなりの成功を収めたものであったと言えよう（Ｙａｍｅｙ［l9631

p､170;BywaterandYamey［l9821p96)。

海野［1899]，２－３頁；seeCater［l8901p､４．

海野は，本文中で，「マルコルム」と「マルコム」に言及している。両者は同一

の人物（AlexanderMalcolm）を指していると思われるが，厳密には不明であ

る。ただしMalcolmと相前後する時期に簿記書を出版した著者たちの中に類

似の名前を持つ人物は見当たらない。また「６．・當時の學士ヲ_ガスタス，

カルガン・・・」という記述についても，これが「ド・モルガンの法則」で有

名な数学者のAugustusdeMorganであれば，彼自身が簿記を簡潔に解説して

いる論稿（"OntheMainPrincipleofBook-keepi､g"）は見出されるが，これを

収載した著書（ＴﾉｶｅＥ/e腕e"/Ｓｑ/Ａγﾉﾉ伽ｅｔｉｃ,５ｔｈｅ｡.：なお，第五版以前には簿

記に関する論稿は見出されない）の刊行は1846年のことであり，Malcolmの簿

記書とは約1世紀の差があり，到底「當時」とは言い難いように思われる（See

DeMorgan［l8461Appendix.ＶⅡ)。

海野［189913頁;seeCater［l8901pp､４－５．

ここで名前を列挙されているＭair以下の著者たちのうち，Hayesは，彼の３

冊の著作がいずれも１８世紀前半に刊行されており，他の著者よりも時期的に早

いグループに属する。さらにＭａｉｒも，ここではＢＯＯﾉＭ２”/"ｇノVMC”た〃：

…・の著者として言及されているが，当該簿記書は，実際にはこれに先立って

刊行されている彼のBooMeePj）Ｚｇ肌伽djzId：…．（lsted,1736）の改訂版で

あたるので，Ｍairもまた基本的には，Hayesと同様に，１８世紀前半のグルー

プに属すると言える（SeeThomson［l9631pp212-214)。

海野［189913頁。

海野［189913頁。

ここで名前を列挙されている著者たちのうち，冒頭のShiresのみは，簿記書

(Ａ〃”γ０２)eｄ肌rh0dq/ＢＯＯハル幼/"９.…）の刊行が1799年であり，厳密に言

えば，彼は18世紀後半のグループに属すると言えよう（SeeThomson［l9631

p224)。

海野［189913-4頁。

アメリカにおける最初の本格的な簿記書，少なくとも独立革命後のそれは，海

野が記しているTurnerの簿記書（Ａ〃EPjto机CCI／ＢＯＯ/Ｍ２⑪ｊ"ｇ６ｙＤｏ"肱

E"”;・…（1804)）ではなく，これよりも刊行の早いWilliamMitchellの簿記

書（ＡＭ〃α"ｄＣｏ加此蛇Sys陀沈ｑ/ＢＯＯﾊｰﾉbe幼ﾉﾉＺｇ…．（1796)）であると考え

られる。さらに，このMitchellの簿記書よりも早い時期に刊行されたThomas

Sarjeantの商業書（伽/γ0."ｃｔｊ０〃／ｏ〃ＣＯ""//"ｇＨＭｓｅ・…（1789)）こそ，

その栄誉を担うべきであるとの主張も見られる。前者のMitchellの簿記書が

454頁に及ぶ大著であるのに対して，後者のSarjeantのそれは52頁の小冊子で

36）

37）
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39）

40）

41）

42）

43）
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あったが，その中で，複式簿記が単式簿記と併せて簡潔に解説されているので

ある（Sheldahl［1985],ｐｐ､8-17;seeSheldahl（ｅｄ）［l9891Chap､5)。

｢簿記學起源考」においても，海野は，アメリカの状況について論及しているが，

それは，「本文」３９頁中，わずか１頁強を充てて，以下のように記しているのみ

である（海野［1886137-38頁)。すなわち，

「・・・又西半球二於テハロリチ北米合衆國尤モ其學二鋭意熱心シ所在皆ナ商

業學校ヲ設テ盛二簿記學ノ原理及ビ其應用ヲ教授シ今日二至テハ傭然トシ

テ學校中ノー學科トナレリ然し托古來簿記學ノ短所ヲ求メテ之ヲ批難スル

ノ要鮎ハロリチ實際ト原理トノ間ニー大懸隔アリテ其説容易二行ハレザルヲ

以テナリ是故二米國二於テハ夙二意ヲ蓬二用上州内ノ學校必ス實地演習ノ

ー科ヲ設ケ勉メテ學生ヲシテ其論理ヲ實施セシムルノ便ヲ輿ヘタリ・・・

學生ヲシテ徒ラニ空理ノー偏二流レザラシム故二今日ハ則チ理，實相共二

行ハレテ益ス斯學ノ隆盛ヲ見ルー至しり・・・」

すなわち，西半球ではアメリカが簿記の教育に非常に熱心であり，商業専門学

校（commercialcollegesorbusinesscolleges）を設けて盛んに簿記の原理と応

用を教授していること，また，実際と原理との間に大きな隔たりがあるがゆえ

に複式簿記が容易に行われないという，従来から簿記教育の欠点として指摘さ

れてきた批判に対処するため，実地演習の科目を設けてその理論を実践できる

よう工夫していること，それゆえに，アメリカでは，海野の言う「・・・理，

實相共二行ハレテ益ス斯學ノ隆盛ヲ見ルー至しり・・・」つまり，簿記が隆盛

を見るに至っている旨が述べられているのである。

44）
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